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 主 論 文 要  No.1 
    

報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 加藤 淳 

 

主 論 文 題 名： 

連携部分 着目 分割統治法 び安全性プ パ 導出 を用い  

複雑 組込 ス ム 対 検査適用手法 
 

内容 要  

特定 機能を実現 め 機械 機器 組 込 コン タ ス ム 組

込 ス ム い ， 信頼性を向 させ ，安心 安全 社会を実現

重要 課題 あ ． ，近年，組込 ス ム ，社会的 ン ス

クチ を始め，日常生活 深 浸透 ， 具合 社会 大 影響を え

め あ ．一方，求め 機能 高度 ，組込 ス ム 複雑化

い ． 結果，放射線照射装置 事故， ン 5 爆発事故 ，社会 大 影

響を え 具合 発生 い ． 

複雑 組込 ス ム 以降， ス ム いう 信頼性を向 させ 技術 ，

形式手法 1 あ 検査 注目さ い ． 検査 ，仕様書

抽出 検証対象 状態遷移 ，検証対象 満 性質 以降，プ パ

いう を満足 否 を，計算機 網羅的 検証 技術 あ ． 検査を

用い ， ス ム開発 期 段階 い ，複雑 条件 起因 検証対

象 具合を検出 ． う 複雑 条件 起因 具合 ，人手

検出 困難 あ め，高い信頼性 求め ス ム開発 い 有用 技

術 あ ． 

，複雑 ス ム 対 検査 適用 ， 示 2 課題 あ

．1 目 課題 ， 検査 現実的 時間 終了 い状態爆発 いう現象

発生 あ ．複雑 ス ム ， を構成 複数 要素 構築さ

． ス ム 構成要素 び 連携部分を考慮 検査を実施 場合，

ス ム 構成要素 を対象 ，一括 検査を実施 方法 考え ．

際， 検査 ，各構成要素 変数 組 合わせを網羅的 検

証 め，状態 組 合わせ 膨大 ． 

2 目 課題 ，具体的 安全性プ パ 導出 い ，導出 安全性プ

パ 見逃 生 可能性 ，具体化 十分 可能性 生 あ ．

検査を実施 際 ，例え 列車 自動車 歩行者 衝突

，高次 複雑さを有 ス ム 望 い事象 ， 検査

適用 可能 具体的 安全性プ パ を導出 必要 あ ．複雑 ス ム ，考
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慮 機能 条件 多 複雑 あ め，具体的 安全性プ パ を系統立 導

出 必要 あ ． ，実際 導出 ， 検査実施者 経験 スキ 基

多い． 

本研究 1 目 課題を解 め ， ス ム 構成要素 び構成要素 連

携 関連 部分を， 個別 検査 手法を提案 ．連携 関連

仕様 ， キ クチ 設計プ セス 作成 マ クスを用い ，

構成要素 仕様書 び構成要素間 ンタ ェ ス 仕様書 漏 抽出 ．

構成要素 対 一括 検査を実施 ，構成要素 び

構成要素 連携部分 着目 ， 検査を実施 ，状態爆発を回避 ．本

手法 評価実験 い ，状態爆発を発生させ ，構成要素を組 合わせ

発見 い 具合を検出 ． 

2 目 課題を解 め ， Must Work Function MWF 非起動

び Must Not Work MNWF 起動 観点を用い ， 検査 適用可能 具体

的 安全性プ パ を導出 手法を提案 ．導出 プ パ 網羅性向

寄 考え MWF 非起動 び MNWF 起動 2 観点を用い ，

ス ム 望 い事象を具体化 ． 観点 基 ，望 い事象

具体化を繰 返 ， 具体的 事象を導出 ．望 い事象 具体化

後，具体化 事象 否定 ￢ を取 ，具体的 安全性プ パ を導出

．本手法 評価実験 い ，導出 安全性プ パ 網羅性 び具体性 向

を確認 ． 

本研究 取 2 課題解 を通 ，複雑 組込 ス ム 対

検査適用 ハ を ． ， 検査 研究領域 発展

び産業界 組込 ス ム 信頼性向 貢献 ． 

 


